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２～３Ｐ　【特集】日本点字図書館
４～５Ｐ　まちの話題
　　　　　（令和8年二十歳の成人式、
　　　　　令和8年全町書き初め大会　ほか）

2月号2月号

　1月11日（日）に「令和8年増毛町二十歳の成人式」が文
化センターで開催されました。
　二十歳の誓いでは、佐野智尋さんが代表として今後の抱
負を述べました。皆様のこれからの健康とご活躍を心から
お祈りします。

二十歳の誓い代表朗読
佐野智尋さん



日
本
点
字
図
書
館
の
創
始
者
　
本
間
一
夫

　

１
９
１
５
年
（
大
正
４
年
）
10
月
７
日

に
生
ま
れ
た
本
間
一
夫
さ
ん
は
、
５
歳
の

時
に
脳
膜
炎
に
よ
る
高
熱
の
た
め
、
失
明

し
て
し
ま
い
ま
す
。
目
が
見
え
な
い
一
夫

さ
ん
は
、
同
じ
年
頃
の
子
ど
も
達
の
よ
う

に
学
校
に
通
う
こ
と
が
出
来
ず
、
自
力
で

本
を
読
め
な
い
こ
と
に
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
２
９
年
（
昭
和
４
年
）
、
13
歳
で

函
館
盲
唖
院
（
現
在
の
函
館
盲
学
校
）
に

入
学
。
そ
こ
で
初
め
て
点
字
の
存
在
を
知

り
、
目
が
見
え
な
く
て
も
読
書
を
楽
し
め

る
点
字
は
一
夫
さ
ん
に
希
望
を
与
え
ま
し

た
。

　

１
９
４
０
年
（
昭
和
15
年
）、
関
西
学

院
大
学
を
卒
業
し
た
一
夫
さ
ん
は
、
東
京

市
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
の
自
宅
に
「
日
本
盲

人
図
書
館
」
を
開
設
。
図
書
館
に
直
接
足

を
運
ぶ
利
用
者
の
他
、
遠
隔
地
へ
郵
送
に

て
点
字
図
書
を
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
も
行

い
、
盲
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
持
を
得
ま

し
た
。

　

ま
た
、
図
書
を
無
料
・
無
保
証
で

貸
し
出
す
と
い
う
、
当
時
で
は
画
期

的
な
試
み
も
行
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
は
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
の
新
宿
区
高
田
馬

場
に
図
書
館
を
移
転
し
た
１
９
４
１

年
（
昭
和
16
年
）
に
、
日
本
は
太
平

洋
戦
争
に
突
入
し
ま
す
。

　

戦
渦
は
本
土
に
及
び
始
め
、
一
夫

さ
ん
は
図
書
と
共
に
茨
城
県
へ
疎

開
。
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
に
は
、

郷
土
の
増
毛
へ
更
な
る
疎
開
を
決
行

し
ま
し
た
。

　

疎
開
か
ら
一
月
後
、
東
京
か
ら
「
図

書
館
全
焼
、
一
物
も
残
さ
ず
」
と
電

報
が
届
き
、
空
襲
で
図
書
館
が
全
焼

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
１
９
４ 

８
年
（
昭
和
23
年
）、
一
夫
さ
ん
は
実

家
で
あ
る
本
間
家
か
ら
の
援
助
を
受

け
、
高
田
馬
場
の
焼
け
跡
に
新
た
な

施
設
を
建
設
し
、「
日
本
点
字
図
書
館
」

と
名
前
も
改
め
て
再
出
発
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）「
朝
日

社
会
奉
仕
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、

翌
年
、
国
か
ら
の
事
業
委
託
を
受
け

て
国
費
に
よ
る
運
営
が
決
定
。
盲
人

の
た
め
の
様
々
な
事
業
を
行
い
、
図

書
館
は
瞬
く
間
に
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。

特 集 光と希望を与える「日本点字図書館」光と希望を与える「日本点字図書館」

開設当初の図書館前開設当初の図書館前

に立つ本間一夫さんに立つ本間一夫さん

　増毛町出身の本間一夫さんは、当時の東京市豊島区雑司ヶ谷の自宅で「日本盲人図書館（後の日
本点字図書館）」を1940年（昭和15年）に開設しました。当時25歳の若さで六畳間に約700冊の蔵書
で始めた図書館は、今では点字図書・録音図書共に２万数千冊を越え、全国の視覚障害者に年間約
15万冊を貸し出すなど、視覚障害者のためにあらゆるサービスを提供しています。
� 【お問合せ先】社会福祉法人日本点字図書館（☎03-3209-0241）
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日
本
点
字
図
書
館
を
訪
問

　

２
０
２
５
年
11
月
10
日
に
創
立
85
周
年

を
迎
え
た
「
日
本
点
字
図
書
館
」
と
は
ど

う
い
っ
た
場
所
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
、

同
年
10
月
に
東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
に

あ
る
図
書
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
は
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
と
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
っ
て
運
営
。

館
内
に
は
一
夫
さ
ん
の
執
務
室
も
残
さ
れ

て
お
り
、
自
ら
打
っ
た
点
字
の
ノ
ー
ト
や

メ
モ
な
ど
、
多
く
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
に
約
30
万
人
の
視
覚
障
害
者
が
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
点
字
が

読
め
る
人
は
約
１
割
。
パ
ソ
コ
ン
の
打
ち

込
み
が
で
き
る
視
覚
障
害
者
も
い
る
よ
う

で
す
が
、
一
人
で
歩
け
る
人
は
も
っ
と
少

な
い
た
め
、「
声
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

に
始
ま
っ
た
音
声
図
書
も
充
実
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
図
書
を
音

声
化
・
点
訳
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

点
字
が
読
め
る
人
は
減
少
傾
向
の
よ

う
で
す
。

　

１
９
７
０
年
以
降
、
図
書
の
点
訳

は
著
作
権
フ
リ
ー
で
す
が
、
か
つ
て

は
著
者
に
１
件
１
件
ハ
ガ
キ
で
許
可

を
取
っ
て
お
り
、
小
説
家
の
川
端
康

成
や
三
浦
綾
子
等
、
有
名
著
者
の
直

筆
返
信
ハ
ガ
キ
も
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
サ
ピ
エ
図
書
館
」
と
い
う

視
覚
障
害
者
用
の
図
書
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
運
営
し
て
お
り
、
全
国
の

サ
ピ
エ
会
員
施
設
・
団
体
が
制
作
す

る
蔵
書
や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
も
出
来
ま
す
。

　

館
内
見
学
な
ど
に
関
し
て
は
、
日

本
点
字
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

本間一夫さんの執務室本間一夫さんの執務室

図書館に保管図書館に保管

されている蔵書されている蔵書

本　

間　

一　

夫　

略　

歴

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年　
　

丸
一
本
間
家
・
初
代
泰
蔵
の
孫
と
し
て
産
ま
れ
る

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年

　
　

脳
膜
炎
に
よ
る
高
熱
の
た
め
失
明

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年

　
　

函
館
盲
唖
院
へ
入
学

昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年

　
　

関
西
学
院
大
学
英
文
科
に
入
学

昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年

　
　

東
京
市
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
の
自
宅
で
「
日
本
盲
人
図
書
館
」
を
開
設

昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年

　
　

図
書
館
を
現
在
の
新
宿
区
高
田
馬
場
に
移
転

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年

　
　

藤
林
喜
代
子
と
結
婚
／
図
書
館
の
建
物
を
新
築

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年

　
　

戦
火
が
激
し
く
な
り
増
毛
へ
疎
開
／
高
田
馬
場
の
図
書
館
が
空
襲
に
よ
り
全
焼

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年

　
　

上
京
し
図
書
館
を
再
建
、「
日
本
点
字
図
書
館
」
と
改
称

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年

　
　

朝
日
新
聞
社
・
朝
日
社
会
奉
仕
賞
受
賞

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年

　
　

日
本
点
字
図
書
館
、「
声
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
発
足

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

　
　

世
界
盲
人
福
祉
会
議
参
加
の
た
め
渡
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
視
察

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

　
　

藍
綬
褒
章
（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）
受
章

昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年　

妻
、
喜
代
子
病
死

昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年

　
　

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
受
章

平
成
２
（
１
９
９
０
）
年

　
　

増
毛
町
開
基
２
４
０
年
・
町
政
施
行
90
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る

平
成
15
（
２
０
０
３
）
年

　
　

第
10
回
井
上
靖
文
化
賞
受
賞
／
心
不
全
の
た
め
死
去

広報ましけ   2026.2広報ましけ   2026.2 23



1／11
（日）

故郷の誇りを胸に大人への第一歩を踏み出す、故郷の誇りを胸に大人への第一歩を踏み出す、
二十歳の成人式二十歳の成人式

　「令和8年増毛町二十歳の成人式」が文化センターで行われ、平成17年4月2日から平成18年4月　「令和8年増毛町二十歳の成人式」が文化センターで行われ、平成17年4月2日から平成18年4月
1日までに生まれた19名が出席しました。そのうち6名は、ぐるめ食品(株)1日までに生まれた19名が出席しました。そのうち6名は、ぐるめ食品(株)、、北日本水産物(株)、北日本水産物(株)、
(株)清野建設で働くインドネシア・ミャンマー出身の技能実習生が出席しました。(株)清野建設で働くインドネシア・ミャンマー出身の技能実習生が出席しました。

―将来の夢（目標）は
幸せになる！

宮
津
葵
咲
さ
ん

―将来の夢（目標）は
看護師

佐
野
智
尋
さ
ん

―将来の夢（目標）は
健康に暮らす！！

新
谷
一
華
さ
ん

―将来の夢（目標）は
安定した生活！

三
浦
琴
音
さ
ん

―将来の夢（目標）は
就職

林
慶
輔
さ
ん

―将来の夢（目標）は
周りの好きな人達と幸せになる

金
内
亜
優
奈
さ
ん

―将来の夢（目標）は
お金持ちの会社社長になりたいです

ウ
ィ
ン
モ
モ
ト
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

―将来の夢（目標）は
家族と楽しい時間を過ごしたいです

キ
ン
キ
ュ
キ
ュ
さ
ん
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

新成人に聞いた
将来の 夢

　新成人のみなさんに将来の夢
や目標についてインタビューし
ました！（順不同）
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1／５
（月）

寒空の下、防火・防災
への決意新たに

～令和 8 年消防出初式～

　町消防本部（齋藤洋一消防長）と町消防団（仙
北剛久団長）の「令和8年消防出初式」が文化セ
ンター前駐車場で行われました。
　人員報告の後、団員58名のほか、消防職員や来
賓が観閲式に出席し、堀町長や来賓の観閲を受け
ました。その後、文化センター中ホールで永年勤
続者等の表彰式が行われました。
　齋藤消防長は訓示で「町民の安心安全のために
更なる訓練に励み、多様化する災害に対応できる
ようにしてほしい」と述べました。

1／７
（水）

救難所所員としての
活動実績が評価

～北海道社会貢献賞表彰伝達式～

　今年度の「北海道社会貢献賞表彰伝達式」がオ
ーベルジュましけで行われ、工藤悟さん、太田勝
司さん、櫛引賢人さん、松田泰記さん、和田睦美
さんの５名が表彰されました。
　同貢献賞は、海難救助に功労のあった水難救難
所や水難救助所員及び漁船乗組員に対して、功績
が顕著である条件などを満たす人に贈られ、工藤
さんらは、水難救済会増毛救難所所員として30年
以上勤続し、その功績が他の模範であると認めら
れ、表彰状が手渡されました。

1／１４
（水）

研ぎ澄まされし感覚で作品を書き上げる

　町文化協会（工藤慶一会長）、町教育委員会共催の「令和8年全町書き初め大会」が文化センターで
開催され、町民30名が参加しました。
　未就学児から中学３年生までは決められた課題に挑戦し、高校生以上は自由に言葉を選んで書き初め
に挑戦。真剣な表情で画仙紙に向き合い、力強くも繊細な作品を書き上げました。
　大会終了後、同協会の厳正な審査により、金賞、銀賞、銅賞、努力賞、特別賞が選ばれました。
《金賞のみ掲載、敬称略》
▲増小１年金賞　若林　航世　▲増小２年金賞　中村　美稀　▲増小３年金賞　仙北　啓介
▲増小５年金賞　佐藤　こころ▲増小６年金賞　一岡　鈴
▲増中１年金賞　石田　絆愛　▲増中２年金賞　北原　杏菜　▲増中３年金賞　山田　銀時

～令和 8 年 全町書き初め大会～
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■申告の必要な方（所得税の確定申告は町民税の申告を兼ねています。）
※所得税の確定申告が必要ない方でも、町民税の申告が必要な場合があります。
○年の途中に退職した方等で、年末調整が済んでいない方
○家族を含め、医療費控除や雑損控除のある方
○勤務先での年末調整後に扶養家族等の異動があった方
○給与の年収が２，０００万円を超える方
○国民健康保険加入世帯の世帯主及び国民健康保険加入者は、所得の有無にかかわらず申告をして

ください。未申告の方がいると、所得合計額に応じて受けられる軽減が受けられません。
○農業や漁業等の事業所得がある方は所得計算内訳書、不動産所得がある方は事業収支内訳書を作

成し申告してください。
○老齢年金受給者の方は、令和７年中に受給した金額の申告が必要ですが、老齢年金以外に所得の

ない方は、電話で年金及び社会保険料の金額を教えていただければ申告ができますので、税務係
へ連絡願います。

○ふるさと納税等の寄附をした方（ワンストップ特例の申請をしていない方）
※寄附をした団体によっては寄附金控除の対象にならない場合があります。

■申告に必要なもの
○源泉徴収票 ( 給与・年金等 )、社会保険料控除の証明書（国民年金・国保税・任意継続等の証明書

や領収書）、生命保険料・地震保険料の控除証明書等
○農業や漁業等の事業所得、不動産所得のある方は、経費を証明できる領収書等
○所得税が還付になる方は、銀行の口座番号 ( 本人名義 ) が必要です。

■マイナンバーについて
○税務署に確定申告書を提出する方は、①か②のいずれかのマイナンバー等が必要です。
①個人番号カードをお持ちの方はカードの提示。
②個人番号通知カード及び個人を照合できる運転免許証や保険証等の本人確認ができる書類の提示。

■申告をしなくてもよい方
○給与所得者で、勤務先から増毛町に年末調整済の給与支払報告書が提出されている方の内、他の

所得がない方
○所得税の確定申告書 ( 青色含む ) を既に提出した方
○令和８年１月２日以降に増毛町に転入された方は、増毛町での町民税の申告は不要ですが、前住

所地での申告が必要となる場合があります。

■所得税還付金差押の実施について
○町税の滞納がある方で、所得税の確定申告により還付金が生じる場合は、滞納税への充当手続き（差

押）をする場合があります。

町民税   申告   始まります町民税   申告   始まりますのの がが
申告受付は、

※市街地区は、３月２日（月）から始まります。
２月１６日（月）から３月１６日（月）まで

申
告
は

  
お
早
め
に
！
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月日 曜 自治会名 申告会場 受付時間

２ 16 月 阿分１区、２区、３区 旧阿分小学校
９：３０～１１：００

１３：３０～１６：００

２ 17 火
箸別１６区、湯の沢１７区 箸別生活館 ９：３０～１１：００

― ―

２ 18 水 阿分（元阿分）４区、５区
舎熊（彦部）９区、舎熊（朱文別）１３区
舎熊１０区、１１区、１２区、
舎熊（朱文別沢）１４区
舎熊（笹沼）１４－１区

旧舎熊小学校 ９：３０～１１：３０
１３：３０～１６：００

２ 19 木

２ 20 金
別苅 ( 小樽間内、萌 )３４区、３５区、４４区 小樽間内会館 ９：３０～１１：００

信砂６区 信砂生活改善センター １３：３０～１６：００

２ 24 火 雄冬４２区 雄冬生活館
１０：００～１２：００

１３：００～１５：３０

２ 25 水
別苅 ( 萌、谷地町 )３５区、３６区、４５区 谷地町会館 ９：３０～１１：００

岩老４１区 岩尾へき地保健福祉館 １３：３０～１６：００

２ 26 木
別苅 ( 大別苅 )３９区 大別苅会館 ９：３０～１１：００

別苅（本内、津田屋）３７区、３８区 津田屋会館 １３：３０～１６：００

２ 27 金 予　　　　　　備　　　　　　日

３
　
３

２
～
11

月　

水 市街地区 健康一番館
（保健センター）

９：００ ～ １２：００
１３：００ ～ １６：３０

（土日を除く）

３ 12 木 ９：００ ～ １２：００
１３：００ ～ １８：３０３ 13 金

３ 16 月 ９：００ ～ １１：３０

※ 各地区での受付日に都合の悪い方は、３月２日 ( 月 ) からの市街地区の会場で申告をしてください。
※ ３月１２日 ( 木 ) と３月１３日 ( 金 ) の２日間は、申告受付を１８時３０分まで延長します。
※ ３月１６日 ( 月 ) の申告受付は、１１時３０分で終了します。

○国民健康保険税を口座振替により納税されている方には、領収書に替えて納税証明
書を送付しています。役場 ( 健康一番館 ) や各地区の会館などで申告する際は、納
税証明書の提示をお願いします。

○税務署などで確定申告する際は、国民健康保険税以外にも後期高齢者医療保険料
( 保険年金係 ) や介護保険料 ( 介護保険係 ) の納付証明書が必要になりますので、
各担当係にお問合せください。

国民健康保険
税を口座振替
で納税されて
いる方へ

� 【お問合せ先】役場税務課（☎53-111４）

令和8年度  町民税申告受付日程表令和8年度  町民税申告受付日程表
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２月２８日からロードヒーティングを休止します！
　１２月からロードヒーティングの運行をしてきま
したが、近年、施設の老朽化が進み、融雪機能が随
所に低下していることと、電気料金を削減するため、
一部の路線のロードヒーティングを休止いたします。
　休止路線は、役場～留萌信金増毛支店と役場～神
社下（右図参照）までの２路線を２月２８日（土）より
休止いたしますので、皆様のご理解とご協力をお願
いいたします。
　また、安全確保のためスリップ防止剤を散布いた
しますが、通行される方はスピードの出し過ぎ等に
十分注意し、安全運転を心がけてください。

【お問合せ先】役場建設課・管理係（☎５３ー１１１５） 【ロードヒーティング運行休止路線図】
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一人の思いを署名にて結集し、北方領土の返還を実現しましょう
　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向けた外交交渉の展開を
強く要望する道民世論の結集が何よりも必要です。
　皆様から頂いた署名は、国会法第７９条の規定による請願書として衆
議院及び参議院に提出します。

署名コーナーは役場１階ロビーと文化センター１階ロビーに設置しています。

２月７日は『北方領土の日』です
『北方領土の日特別啓発期間』１月２１日（水） ～ ２月２０日（金）

２月１日は『フレイルの日』
フレイルの概念・予防の重要性を多くの人に認識してもらい健康長寿社会の
実現を図る目的で２（フ）０（レ）１（イ）ルの２月１日に制定されました。

フレイルって？

フレイルを防ぐには…

　健康な状態と要介護状態の中間の段階のことです。3つの
種類があり、運動機能や筋肉が衰えた状態の「体のフレイル」、
うつ状態や物忘れ状態を指す「心のフレイル」、社会とのつな
がりが少なくなり、引きこもり等の状態を指す「社会性のフ
レイル」があります。

フレイル予防には３つのポイントがあります。

①栄養：高齢期の “ やせ ” は肥満より死亡率が高くなるので注意が必要です。特定健診などで身体
の状態もチェックしましょう。また、バランスの取れた食事と、お口と歯の健康も意識し
ましょう。筋肉の素になるたんぱく質の摂取も大切です。

②運動：体を動かすことは筋肉をつけるだけでなく、食欲増進効果や気
分のリフレッシュ効果もあります。その場で立つなど、座って
いる時間を減らすのも効果的です。

③社会参加：地域の集まりに参加するなど、周囲の人と交流することで
認知症予防にもなります。

フレイル健康教室のようすフレイル健康教室のようす

令和７年は舎熊シルバーベアーズ、谷地町サロン、生きがいデイサー
ビスの集まりで、保健師によるフレイル健康教室を実施しました。

【お問合せ先】役場福祉厚生課（☎53-3111）

　令和８年度の健診申込書を、各自治会の保
健推進員さんにご協力いただき、配布してい
ます。1年を元気に過ごすために健診を利用
して、身体の健康を確認しましょう！健診を
受けない場合も、その理由をご回答ください。
　・紙の申込書⇒ 2月 13日（金）までに同
封の返信用封筒に入れて投函

　・WEB の申込⇒２月 16 日（月）までに
入力

令和 8年度健診申込みはお済みですか？令和 8年度健診申込みはお済みですか？

北海道のケアラー支援について
　ヤングケアラーとは、本来大人が担うべき
家事や家族の介護を日常的に行っている１８
歳未満の子どものことです。
　北海道では、ケアラーとその家族が、安心
して暮らせる地域社会を目指しています。こ
ころやからだに不調のある家族の介護や、援
助に関する相談などを受付しています。誰も
がケアを受ける側か、ケアラーになる時代。
まずは、ケアラーのことを知ってください。
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２月２８日からロードヒーティングを休止します！
　１２月からロードヒーティングの運行をしてきま
したが、近年、施設の老朽化が進み、融雪機能が随
所に低下していることと、電気料金を削減するため、
一部の路線のロードヒーティングを休止いたします。
　休止路線は、役場～留萌信金増毛支店と役場～神
社下（右図参照）までの２路線を２月２８日（土）より
休止いたしますので、皆様のご理解とご協力をお願
いいたします。
　また、安全確保のためスリップ防止剤を散布いた
しますが、通行される方はスピードの出し過ぎ等に
十分注意し、安全運転を心がけてください。

【お問合せ先】役場建設課・管理係（☎５３ー１１１５） 【ロードヒーティング運行休止路線図】
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一人の思いを署名にて結集し、北方領土の返還を実現しましょう
　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向けた外交交渉の展開を
強く要望する道民世論の結集が何よりも必要です。
　皆様から頂いた署名は、国会法第７９条の規定による請願書として衆
議院及び参議院に提出します。

署名コーナーは役場１階ロビーと文化センター１階ロビーに設置しています。

２月７日は『北方領土の日』です
『北方領土の日特別啓発期間』１月２１日（水） ～ ２月２０日（金）
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除雪作業中の事故防止について
　これからの時期は屋根の雪下ろしや除雪作業中、特に高齢者が一人で行って事故に遭うケース
が多発します。除雪作業の際は、以下の点に十分注意しましょう。

【屋根からの転落による死者41％】
・安全帯・命綱とヘルメット、滑りにくい靴（厚底は避ける）を着用しましょう
・命綱は装着方法を含め、使う前によく点検しましょう
・スノーダンプは小回りのきくものを使いましょう
【屋根からの落雪による死者17％】
・新雪や晴れの日は、雪のゆるみに注意しましょう
・怪我や動けなくなった場合を想定し、必ず携帯電話を持って作業しましょう
・1人で行う場合は、家族や隣近所に声を掛けてから行いましょう
【屋根からの転落事故の32%は、はしごから】
・はしごは必ず固定し、屋根への移動時は特に注意しましょう
【転落死者のうち51%が地面に強打】
・建物の周りは雪を残しておき、転落時のクッション代わりにしましょう
【転落死者のうち60％が1階の屋根から】
・低い屋根でも油断してはいけません
【除雪機に巻き込まれた死者5％】
・雪詰まりの処理はエンジンを切ってから行いましょう

� 【お問合せ先】役場総務課（☎53-1111）

増毛町農業委員会委員の募集
農業委員の任期が令和８年７月１９日に満了となります。

農業委員の主な役割：農地の権利移動や転用に係る許認可業務及び担い手への農地の集積・集約化、
　　　　　　　　　　耕作放棄地の発生防止・解消、新規就農・その他農業に関する指導相談業務等

対 象 者 農業に関する識見を有し、農業委員会の所掌に属する業務を適切に行うことのできる方
募 集 人 数 11 人

応 募 資 格

○原則、増毛町に在住されている方　　○増毛町が設置する執行機関の委員でない方
○増毛町職員でない方
・次のいずれかに該当する方は、委員になることはできません
①破産手続開始の決定を受けて復権を得ていない方
②拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終るまで又は執行を受けることがなくなるま
での方

応 募 方 法

○農業に関係する団体からの推薦　○３名以上の連名による推薦　○自薦
　所定の様式に必要事項を記載し、下記の申込先へ持参又は郵送願います
※申込用紙は町ホームページからダウンロードするか農業委員会事務局に備え付けて
あります

応 募 期 間 令和８年３月２日（月）から令和８年３月 30日（月）必着
任 期 ３年間（令和８年７月 20日から令和 11年７月 19日）
お問合せ先
お申込み先

〒 077-0292　増毛町弁天町３丁目 61番地
増毛町役場内増毛町農業委員会事務局（☎ 53-1116）
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地域おこし協力隊の活動に対する応援
をよろしくお願いします！
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健
康
で
あ
れ
ば
可
）

※
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
修
了
以
上
の
方

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
30
分
～
16
時
15
分

・
遅
出
９
時
30
分
～
18
時
15
分

■
勤
務
形
態

　

日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

※
年
間
休
日
１
２
３
日
以
上

　
（
長
期
休
暇
あ
り
）

■
賃　
　

金

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

月
額
１
８
０
，
９
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

月
額
１
８
３
，
２
０
０
円
以
上

○
日
額　

８
，
８
０
０
円
～

※
経
験
者
は
前
歴
を
考
慮
し
、
加

算
し
て
賃
金
を
決
定
し
ま
す
。

■
手　
　

当

・
各
種
手
当
あ
り

・
期
末
・
勤
勉
手
当

　

年
２
回
支
給
（
６
・
12
月
）

　

合
計　

給
与
月
額
4.5
か
月
分

※
採
用
期
日
に
よ
っ
て
支
給
要

件
は
異
な
り
ま
す
。

■
採
用
期
日

　

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採
用

　
（
応
相
談
）

問
増
毛
町
立
明
和
園

　
（
☎
５
３
ー
１
６
０
１
）

令
和
８
年
度

増
毛
町
奨
学
生
募
集

■
奨
学
金
貸
与
額

高
校　

月
額
９
，
０
０
０
円

高
専　

月
額
２
２
，
０
０
０
円

大
学
（
短
大･
専
門
学
校･

大

学
院
含
む
）
月
額
２
４
，
０

０
０
円

※
無
利
子
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
修
学
期
間

■
受
付
期
間
等　

　

令
和
８
年
２
月
16
日
（
月
）
か

ら
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

　

奨
学
生
採
用
願
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

４
月
中
旬
に
選
考
委
員
会
を
経

て
採
用
の
可
否
を
決
定
し
、
保
護

者
・
父
母
等
を
通
じ
て
本
人
へ
通

知
し
ま
す
。

■
願
書

　

役
場
総
務
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
増
毛
中
学
校
、
留
萌
高
校
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
返
済
方
法

　

貸
与
終
了
か
ら
１
年
据
置
、
以

後
７
年
以
内
の
返
済
で
、
月
賦
な

ど
の
返
済
方
法
が
選
択
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
規
定
に
よ
り
、
一
括

返
済
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
１
）

会
計
年
度
任
用
職
員

【
総
合
交
流
促
進
施
設

元
陣
屋
公
務
補
】

■
募
集
人
員　
　
　

１
名

■
勤
務
場
所
・
職
務
内
容

　

総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　

公
務
補
業
務

■
勤
務
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
00
分

※
週
５
日
勤
務

■
報
酬

　

月
額
１
８
９
，
４
９
３
円
～

※
そ
の
他
期
末
手
当
あ
り

■
任
用
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和

９
年
３
月
31
日

■
申
込
期
限

　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
面
接

■
申
込
方
法

履
歴
書
を
左
記
へ
提
出
願
い

ま
す
。（
郵
送
可
）

問
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課

（
☎
５
３
ー
２
４
２
７
）

町
営
住
宅
空
家
情
報

�

（
２
月
１
日
現
在
）

　

町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
７
丁
目

②
暑
寒
海
岸
町

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
ア
ッ
プ
ル
団
地　

３
戸

※
全
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
除
雪
当
番
が

あ
り
ま
す

②
か
も
め
改
良
団
地　

２
戸

※
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
除
雪
当
番
が
あ
り

ま
す

■
住
宅
料

①
２
０
，
０
０
０
円

　
　

～
３
５
，
０
０
０
円
程
度

（
共
益
費
：
５
０
０
～
１
，
０
０

０
円
程
度
）

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

②
２
１
，
０
０
０
円

　
　

～
２
７
，
０
０
０
円
程
度

（
共
益
費
：
３
，
０
０
０
～
４
，

０
０
０
円
程
度
）

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と

・
公
営
住
宅
：
世
帯
所
得
の
合
計

が
月
額
１
５
８
，
０
０
０
円

以
下

・
改
良
住
宅
：
世
帯
所
得
の
合
計

が
月
額
１
１
４
，
０
０
０
円

以
下

■
申
込
方
法

　

役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添
え

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
５
）
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会
計
年
度
任
用
職
員

【
町
立
学
校
公
務
補
】

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所　

町
立
学
校

■
応
募
資
格

　

年
齢
18
歳
以
上
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

■
職
務
内
容

　

校
舎
内
外
の
環
境
・
整
備
な
ど

■
勤
務
時
間

　

週
５
日
勤
務

　

７
時
30
分
～
16
時
30
分

※
冬
期
変
動
あ
り

■
報
酬

　

月
額　

１
８
９
，
４
８
３
円
～

※
前
歴
等
で
変
動
あ
り

■
手
当
等

　

期
末
・
勤
勉
手
当
、
通
勤
手
当
、

社
会
保
険
な
ど

■
採
用
予
定
日

　

令
和
８
年
４
月
１
日

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
を
左
記
へ
提
出
願
い

ま
す
。（
郵
送
可
）

問
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課

（
☎
５
３
ー
２
４
２
７
）

お
知
ら
せ

暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

《
２
月
・
３
月
の
お
知
ら
せ
》

　

ス
キ
ー
場
の
２
月
・
３
月
の
営

業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
２
月
の
営
業
時
間

・
月
～
土
曜
日

　

10
時
00
分
～
17
時
00
分

・
日
曜
日
・
祝
日

　

９
時
30
分
～
17
時
00
分

・
ナ
イ
タ
ー
（
金
曜
日
・
土
曜
日
）

　

17
時
00
分
～
21
時
00
分

■
３
月
の
営
業
時
間

・
月
～
金
曜
日

　

13
時
00
分
～
21
時
00
分

※
平
日
の
営
業
は
、
第
１
リ
フ
ト

の
み
の
運
行
に
な
り
ま
す
。

・
土
曜
日

　

10
時
00
分
～
21
時
00
分

・
日
曜
日

　

９
時
30
分
～
17
時
00
分

問
暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

　
（
☎
５
３
ー
３
０
０
２
）

増
毛
町
商
工
業
燃
料
費

等
高
騰
対
策
支
援
金
の

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
、
燃
料
費
等
の
高
騰
に
直
面

し
て
い
る
本
町
の
商
工
業
支
援

の
一
助
と
す
る
た
め
支
援
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
事
業
者

①
町
内
事
業
所
に
お
い
て
事
業

を
行
う
た
め
に
支
払
っ
た
令
和

７
年
１
月
期
か
ら
令
和
７
年
12

月
期
ま
で
の
燃
料
費
、
電
気
料

金
、ガ
ス
料
金
の
合
計
額
（
以
下
、

燃
料
費
等
と
い
う
。）
が
10
万
円

を
超
え
る
商
工
業
者

※
廃
業
の
意
志
を
持
っ
て
い
る

者
な
ど
、
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
支
援
金
の
額

①
燃
料
費
等
が
５
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
事
業
者�

１
０
０
万
円

②
燃
料
費
等
が
３
，
０
０
０
万
円

超
５
，
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業

者�
50
万
円

③
燃
料
費
等
が
１
，
０
０
０
万
円

超
３
，
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業

者�

30
万
円

④
燃
料
費
等
が
５
０
０
万
円
超

１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者

�

20
万
円

⑤
燃
料
費
等
が
１
０
０
万
円
超

５
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者

�

10
万
円

⑥
燃
料
費
等
が
50
万
円
超
１
０

０
万
円
以
下
の
事
業
者�

５
万
円

⑦
燃
料
費
等
が
30
万
円
超
50
万

円
以
下
の
事
業
者�

３
万
円

⑧
燃
料
費
等
が
10
万
円
超
30
万

円
以
下
の
事
業
者�

１
万
円

■
申
請
方
法
・
申
請
先

　

お
問
合
わ
せ
先
に
備
え
付
い

て
い
る
申
請
書
に
よ
り
、
増
毛
町

商
工
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）

問
増
毛
町
商
工
会

　
（
☎
５
３
ー
２
３
１
９
）

　

役
場
商
工
観
光
課

　
（
☎
５
３
ー
３
３
３
２
）

転
出
届・転
入
予
約
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出

届
お
よ
び
転
入
予
約
（
来
庁
予
定

の
連
絡
）
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル

庁　

引
越
し
」
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て

転
出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、

別
途
、
転
入
先
市
区
町
村
の

窓
口
で
転
入
届
な
ど
の
手
続

が
必
要
で
す
。

問
役
場
町
民
課
・
戸
籍
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
２
）

高
校
通
学
費
補
助
の
交

付
申
請
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
内
か
ら
留
萌
高

校
へ
通
う
生
徒
の
通
学
費
等
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
10

～
３
月
分
の
申
請
の
締
め
切
り

が
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
は
、
申
請
書
類
を

期
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課

　
（
☎
５
３
ー
２
４
２
７
）

広報ましけ   2026.2広報ましけ   2026.2 1213



共
同
親
権
の
導
入
と
こ
れ

か
ら
備
え
て
お
き
た
い
こ
と

　

最
近
、「
共
同
親
権
」
と
い
う

言
葉
を
聞
く
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
離
婚
し
た
後
の
親

権
の
ル
ー
ル
が
変
わ
る
か
ら
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
離
婚
す
る
と
親
権

者
は
父
母
の
ど
ち
ら
か
一
方
（
単

独
親
権
）
に
決
め
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
父
母
の

話
し
合
い
で
、
父
母
の
両
方
を
親

権
者
に
す
る
（
共
同
親
権
）
こ
と

も
選
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今

ま
で
ど
お
り
単
独
親
権
を
選
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
。
新
し
い
ル
ー

ル
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
父
母
の
話
し
合
い

が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
は
、
家
庭

裁
判
所
が
判
断
し
ま
す
。
そ
の
と

き
一
番
大
切
に
さ
れ
る
の
は
「
子

ど
も
に
と
っ
て
何
が
よ
い
か
」
で

す
。
も
し
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
が

あ
っ
て
、
共
同
親
権
に
す
る
と
子

ど
も
に
悪
い
影
響
が
出
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
共
同
親
権
に
せ

ず
、
単
独
親
権
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
親
権
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
日
常
の
こ
と
が
全
部
止

ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎

日
の
生
活
の
世
話
や
、
急
い
で
病

院
に
行
く
必
要
が
あ
る
と
き
な

ど
は
、
そ
の
場
で
必
要
な
対
応
を

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
進
学
先
を
ど
う
す

る
か
、
引
っ
越
し
を
ど
う
す
る
か

の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
将
来
に
大

き
く
関
わ
る
こ
と
は
、
父
母
で
よ

く
話
し
合
う
必
要
が
出
て
き
ま

す
。

　

子
ど
も
が
ど
こ
で
生
活
す
る

か
、
親
子
間
の
交
流
や
養
育
費
を

ど
う
す
る
か
、
と
い
っ
た
重
要
事

項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
検

討
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
留
萌
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事

務
所�

弁
護
士　

海
北　

健
太

　
（
☎
４
２
ー
３
３
４
１
）

留
萌
管
内
巡
回
無
料
法

律
相
談
会

　

留
萌
管
内
の
法
律
事
務
所
に

よ
る
「
留
萌
管
内
巡
回
無
料
法
律

相
談
会
」
開
催
し
ま
す
。

　

債
務
整
理
、
離
婚
・
相
続
、
成

年
後
見
、
民
事
・
刑
事
事
件
な
ど

幅
広
い
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
相

談
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

　

２
月
26
日
（
木
）

■
会
場

　

増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
相
談
時
間
・
件
数

13
時
～
16
時
（
各
30
分
×
先

着
６
件
）

■
担
当
者

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

■
申
込
方
法

　

事
前
予
約
制
で
す
。
実
施
日
の

前
日
ま
で
に
役
場
町
民
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係

（
☎
５
３
ー
１
１
１
２
）

◇
日
曜
当
番
医
◇

【
２
月
８
日
】（
留
萌
市
）

富
山
整
形
外
科

 （
末
広
町
１
☎ 

４
２
―
２
０
３
０
）

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜

間
診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●ハラダ工業　株式会社
・港まつりに向けた増毛港の清掃（7/21、7/22 実施）
・増毛港中歌地区船溜荷さばき地の整地（9/23、9/25 実施）
・秋の味まつり仮設トイレ 4 基設置（9/28 実施）
●増毛土建　株式会社
・ホタテ屋根付岸壁上屋の屋上清掃（9/15 実施）

　12 月 15 日、公共施設整備などの地域貢献
活動に対する感謝状贈呈式が役場会議室で行わ
れ、2社の代表の方へ、堀町長から感謝状が手
渡されました。
　なお、各社の地域貢献内容については下記の
とおりです。

地域貢献をたたえ
� 感謝状を贈呈
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町税等の納期について

上 下 水 道 料 金
2月2５日（水）
問 役場上下水道課（☎53−1152）

国民健康保険税（第8期）
３月２日（月）

問 役場税務課・税務係（☎53−1114）

問新着本案内 総合交流促進施設元陣屋（電話 53–3522）

川あかり まぼろしの巨大クラゲをさがして葉室　麟／著
クロエ・サベージ／作　臆病者の侍、七十郎が命じられた

のは家老の暗殺。勝ち目のない決闘
に挑む七十郎は、怪しい宿で、個性
の強すぎる面々と出会う。やがてそ
れは、かけがえのない日々へと変
わっていく。

　モーリー博士と研究チームが、噂に
聞いた誰も見たことがない幻の巨大クラ
ゲを探します。さあ、北の海へ出発です。
見つかるでしょうか？親子でドキドキワク
ワクをお楽しみください。

人口と世帯
12月末

人口 3,３９3 人 （－6）
男 1,5７5 人 （－2）
女 1,818 人 （－4）

世帯 1,9１6 世帯（－3）
（  ）は前月との増減

12月１日〜12月３１日届出分（敬称略）

■ 

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

■

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
） 

（
受
付
順
）

◯
香
典
の
一
部
か
ら

•

石
田　

厚
志
さ
ん
（
別
苅
）
39
区
自
治
会
へ

【
３
月
号
へ
の
掲
載
希
望　
２
月
20
日
（
金
）
ま
で
】

問
役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
☎
５
３
ー
１
１
１
２
）

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

（
受
付
順
）

◯
社
会
福
祉
に

•

黒
瀧　

チ
タ
ヱ
さ
ん
（
南
畠
中
町
）

•

瀨
川　

輝
幸
さ
ん
（
舎
熊
）

•

成
澤　

繁
さ
ん
（
暑
寒
町
）

•

岡
谷　

冏
一
さ
ん
（
畠
中
北
町
）

•

板
垣　

喜
久
男
さ
ん
（
南
畠
中
町
）

１月１日〜１月３１日届出分（敬称略）

人口と世帯
1月末

人口 3,３89 人 （－4）
男 1,5７4 人 （－1）
女 1,815 人 （－3）

世帯 1,9１2 世帯（－4）
（  ）は前月との増減
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家庭ごみの収集日について
マ
ー
ク
の
見
方

生ごみ 可燃系埋立ごみ 不燃系埋立ごみ プラ製容器 ペットボトル
金属類、危険ごみ 粗大ごみかん、びん 木くず

紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール 新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

生

木 金属・危険

可 燃 不 燃

粗 大

プ ラ ペット

か・び

資源1 資源2

粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日） ■ 留萌南部衛生組合（電話43-2555・43-2588）問
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。 粗大ごみ収集の申込は9：00～17：00（受付最終日は15：00）ま
　でに、 留萌南部衛生組合 （電話43-2555・43-2588）に電話申込してください。 その際にステーション番号を忘れずに
　伝えてください。
※ 「ごみ分別ハンドブック」 では、申込は2日前の15：00までとなっていますが、 増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
　その前日） の15：00までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、 当該粗大ごみに貼り付け、 収集日の9：00までにごみステーション横又は
　自宅前に出してください。

広
報

ま
し

け
2026　

Ｎｏ.1392
令

和
8

年
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月
5

日
発

行
月

号
２

発
行

 ：
 増

 毛
 町

 役
 場

印
 刷

 ：
弘

 版

2 5 木 ●広報ましけ2月号発行

� 生

6金 ●ふまねっと運動教室　13:30 ～ 14:30
　　文化センター中ホール
� 不燃  か・び

7土
8日 ●2026スキー場フェス

　　暑寒別岳スキー場
●第51回衆議院議員総選挙

9月 ●ニュースポーツ体験会「モルック」
　　18:30 ～　屋内グランド
� 生

10火 ●さくらコミュニティ学級「料理実習」
 　　9:30 ～ 文化センター
●関節健康トレーニング 10:30 ～ 11:30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ 18:30～19:40 文化センター
� 可燃  資源1

11水 ㊗建国記念の日
●地域おこし協力隊活動報告会　13:00 ～
　　文化センター
� ペット  プラ

12木 ●フレイル予防教室　10:00 ～ 11:30　
　　老人福祉センター2階
●ザ・サーキット　18:30 ～　文化センター
� 生  資源2

13金 ●暑寒大学「レク・ゲーム交流会」
 　10:00 ～ 文化センター
� 不燃  か・び

14土
15日 ●駅☆祭2026　10:00 ～　増毛駅

16月 ●乳幼児相談　9:30 ～ 11:30　健康一番館
●ベビーマッサージ教室　10:00 ～ 11:00
� 生  木

17火 ●関節健康トレーニング 10:30 ～ 11:30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ 18:30～19:40 文化センター
� 可燃

18水 ●ＢＣＧ・小児肺炎球菌予防接種
　　15:30 ～ 16:00　市街診療所
　� ペット  プラ

19木 ●ザ・サーキット　18:30 ～　文化センター
� 生  金属・危険

20金 ☆粗大ゴミ申込受付最終日
●ふまねっと運動教室　13:30 ～ 14:30
　　文化センター中ホール
� 不燃  か・び

21土

22日

23月 ㊗天皇誕生日

� 生  粗大

24火 ●定例行政相談所開設　10:00 ～ 12:00
　　文化センター
●関節健康トレーニング　10:30 ～ 11:30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ 18:30～19:40 文化センター
� 可燃  資源1

25水 ●町民健康相談　9:00 ～ 11:30　健康一番館
●脳生き生き音楽教室 10:30 ～ 11:30
　　健康一番館
●日本脳炎・子宮頸がん予防接種
　　15:30 ～ 16:00　市街診療所
� ペット  プラ

26木 ●山の恵みプロジェクト受賞報告会
　　＆ワークショップ  14:00 ～　文化センター
●ザ・サーキット　18:30 ～　文化センター
� 生  資源2

27金 ●地域女性団体連絡会「映画鑑賞会」　
　　10:00 ～　文化センター
� 不燃  か・び

28土 ●本格インドカレー交流会
　　＆日本語サポーター講習会
　　10:00 ～　文化センター

3 1 日

2月
� 生

3火 ●関節健康トレーニング　10:30 ～ 11:30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ 18:30～19:40 文化センター
� 可燃

4水 ●脳生き生き音楽教室 10:30 ～ 11:30
　　健康一番館
●五種混合・Ｂ型肝炎・ロタ予防接種
　　15:30 ～ 16:00　市街診療所
� ペット  プラ

5木 ●広報ましけ3月号発行
●ザ・サーキット　18:30 ～　文化センター
� 生


